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毎年4月1日から翌年3月31日まで
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定時株主総会　毎年3月31日
期末配当　　　毎年3月31日
中間配当　　　毎年9月30日
そのほか必要があるときは、あらかじめ公告して
定めた日
100株
東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
〒168-0063
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
　　0120-782-031（フリーダイヤル）
https://www.smtb.jp/personal/agency/index.html
当社ホームページに掲載する
https://www.daidoh-limited.com/
ただし、事故その他のやむを得ない事由が生じたと
きは、日本経済新聞に掲載する方法により行う
東京証券取引所市場第一部
名古屋証券取引所市場第一部

■ 株式に関する住所変更等のお手続きについてのご照会
証券会社の口座をご利用の株主様は、三井住友信託銀行株式会社で
はお手続きができませんので、取引証券会社へご照会ください。
証券会社の口座をご利用でない株主様は、上記電話照会先までご連
絡ください。

■ 特別口座について
株券電子化前に「ほふり」（株式会社証券保管振替機構）を利用され
ていなかった株主様には、株主名簿管理人である上記の三井住友信
託銀行株式会社に口座（特別口座といいます）を開設しております。
特別口座についてのご照会および住所変更等のお届出は、上記の電
話照会先にお願いいたします。

株主メモ
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　当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業
業績向上や雇用情勢の改善の動きなどの回復が見られまし
たが、世界経済の減速の懸念や金融市場の変動の影響な
どから、依然として先行き不透明な状況で推移いたしました。
　衣料品業界におきましては、消費者の購買行動の変化が
進むなかEコマース市場は継続的に拡大しておりますが、個
人消費については節約志向が強く慎重な購買行動が続いて
おります。
　このような経営環境のなか、当社グループは中長期的な視野
をもってグループ全体の業務効率化に取り組んでまいりました。
　衣料事業につきましては、小売部門は成長を続けるEコ
マースや主力店舗での販売に注力し売上高の確保に努め、
卸売部門はパターンオーダーの仕組みを活用して新規取引
の拡大をはかり、製造部門は利益率の高い製品の受注拡大
とともに人員配置の見直し等により製造効率の改善を進め
てまいりました。小売部門で前連結会計年度に不採算店舗
を閉店したことや、夏季の猛暑や自然災害の影響もあり、売
上高は前年同四半期比で減少いたしました。
　不動産賃貸事業につきましては、小田原の商業施設「ダイ
ナシティ」において施設の一部のリニューアルを進めており、
地域に密着したSCとしてより魅力を高めるためにリーシング
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将来を見据えて事業の効 率化と再構築をはかり、
利益体質の構築を推進し てまいります。

活動を続けてまいりました。売上高は、リニューアル実施の影
響などにより前年同四半期比で減少いたしましたが、9月に
食品スーパーや物販テナント等がオープンしたことで回復して
きております。
　以上の結果、当第2四半期連結累計期間における売上
高は12,737百万円（前年同四半期比2.8％減）、経常損失
は377百万円（前年同四半期は経常損失884百万円）、親
会社株主に帰属する四半期純損失は464百万円（前年同
四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失705百万
円）となりました。

　中国の製造子会社は、スーツ等のパターンオーダーの受
注やニットの特殊加工などへの対応力を高め、より付加価値
を生み出せるよう改革を進めております。市場が求める製品
を提供し続けられる製造体制を構築し、品質競争力・コスト競
争力を高めてまいります。
　イタリアのPontetorto S.p.A.（ポンテトルト社）は、環境に
配慮した新たな素材開発も行い、スポーツ部門が成長してお
ります。当社グループの既存ブランドでも同社の素材を取り
入れた商品開発を進め、収益拡大をはかってまいります。
　衣料事業の小売部門では、成長が見込めるEコマースに

注力し、国内の直営オンラインストアの拡充をはかり、中国に
おいてもEコマースサイトへの出店を拡大してまいりました。引
き続き、ブランド価値をさらに高め、収益性の向上を目指して
まいります。
　不動産賃貸事業では、小田原の商業施設「ダイナシティ」
ウエスト館のリニューアルを実施し、より魅力的なショッピング
センターを目指して市内初出店の店舗も誘致しております。
また、2年目に入った「ダイナシティ保育園」は安定的にご利
用いただいており、来年度の新入園児募集も開始しておりま
す。引き続き地域密着・地域共生という原点を大切にして、地
域を牽引するライフスタイル発信拠点を目指して施設全体の
魅力を高めてまいります。
　国内の連結子会社3社は2018年1月に合併し、株式会
社ダイドーフォワードとして事業展開を行っております。新たな
経営体制の下、事業部間で経営資源を共有して効率化を進
め、企業価値の向上を目指してまいります。

皆様におかれましては、平素より格別のご高
配を賜り厚く御礼申し上げます。
当社グループは「お客様第一」「品質本位」
の基本理念のもと、グローバルなビジネス展
開を戦略の基本と位置付け、製造から販売ま
で品質を追求できる総合力を活かし、利益体
質の構築を推進しております。
国内の連結子会社3社は前年度に合併し、
新たな経営体制で事業運営を行っておりま
す。引き続き、事業環境の変化に合わせ、将
来を見据えて事業の見直しと再構築をはか
り、中長期にわたりお客様からご信頼いただ
ける企業としての発展と社会への貢献を果た
す所存であります。
皆様におかれましては、今後とも当社グルー
プの経営にご理解とご支援を賜りますようお
願い申し上げます。

代表取締役社長 代表取締役副社長

皆様へ

当期の営業の概況

中長期的な取り組み



　2018年2月に核テナントの百貨店が退店した後、順次、リニューアルを進め、9月末までに37の専門店、食物販店がオー
プン、1階の食品館には食生活提案型スーパーマーケット「ヤオコー」が約675坪の広さでオープンいたしました。改装効果に
より、リニューアル期間中に減少した来館者数も9月より回復し始め、10月には新たに5店舗がオープンし、来館者数、全館売
上高ともに前年を超える好調を維持しております。11月にレディース・メンズ・キッズファッションの「H＆M」が1階にオープンし、
ウエスト館のリニューアルがほぼ完成する予定です。
　ダイナシティは引き続き、地域密着・地域共生を図り、地域を牽引するライフスタイル発信拠点として施設全体の魅力を高
めてまいります。

1階食品館にオープンしたスーパーマーケット

「ヤオコー」
レディース・メンズ・キッズファッション

「H&M」

　今春夏商戦では、ウオッシャブル、速乾性、軽さ、ストレッチなど機能性に特化した戦略により
ジャケット、スカート、ニットなどでヒット商品が生まれました。また、メッセージ性のあるネーミングで
新規客の獲得が図られ、売上は順調に推移いたしました。
　これらの取り組みがお取引先に認められ、繊研新聞社主催2018年春夏シーズン・百貨店バ
イヤーズ賞では「カムバック賞」に選出されました。選出理由として、「戦略商品としてのジャケット
の提案が的確である。」「わかりやすいネーミングでアイテムの打ち出しが明確である。」「働く女
性へのアプローチがきちんとできている。」「トラッドの代表ブランドとして安定感がある。」などの
評価をいただきました。 カムバック賞

洗えるジャケット＆
スカートシリーズ

身体のラインを美しく見せる

「おとなニットポロ」、
「美人スカート」

150gと軽量な

「サマータイムジャケット」

ダイナシティ・ウエスト館Topics 1

11月のリニューアル完成に向け順調に進行
ニューヨーカー・ウィメンズTopics 2

百貨店バイヤーズ賞「カムバック賞」を受賞

11月
オープン！

43

特集: グループトピックス



ニューヨーカーらしい上質な素材や丁寧なものづくりの姿勢はそのままに、
新たな魅力を引き出すアイテムで自由な着こなしを楽しむトラディショナルスタイル
を提案いたします。

今シーズンはモダンブリティッシュ&アーバンカントリーをテーマに、
「都市に暮らす」ための、ハイブリットなスタイルコレクションを提案いたします。

　ポンテトルト社ではISO9001やResponsible Wool Standard、Global
Recycled Standardほかの認証を取得し、法令の順守や従業員の保護
および環境に配慮した生産プロセスに取り組んでいます。
　2018年7月にイタリア・ミラノで開催された2019年秋冬向け素材展「ミ
ラノウニカ／MILANO UNICA」において、製品の製造規格や生産活動
に関する詳細な資料調査と審査を経て、対象企業123社の中からサス
ティナビリティを尊重し、環境に配慮した倫理的なテキスタイル生産を行
なっている企業として「エシカルファッション賞」を受賞しました。

　環境省・日独自治体連携プロジェクトの一環として、2018年9月にドイ
ツ連邦環境省一行15名が来社、官民連携で公共サービスの維持と環境
対策に取り組む事例としてダイナシティ・イースト館と小田原市川東タウン
センター「マロニエ」との建物間熱融通を視察されました。
　建物間熱融通とは、ダイナシティが2015年に環境省の「二酸化炭素
排出抑制対策事業費等補助金」の事業採択を受け、イースト館の既存設
備を低炭素の冷暖房設備に更新し、この設備で作られた冷温水を公共施
設「マロニエ」に供給することで、同施設の冷暖房を賄う取り組みです。
この設備により二酸化炭素排出量を毎年約108トン以上の削減ができ、
民間事業者として小田原市が取り組む環境対策「小田原市低炭素都市
づくり計画」に貢献しています。

ポンテトルト社

ダイナシティ

Topics 3

Topics 4

ドイツ連邦環境省一行がダイナシティの官民建物間熱融通事業を視察

ミラノウニカ展で「エシカルファッション賞」を受賞

5 6

特集: グループトピックス ニューヨーカー2018年秋冬コレクションのご紹介
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受取手形及び売掛金の増加、たな卸資産
の増加などがありましたが、有形固定資産お
よび無形固定資産の減少などにより、資産
合計は前期末比2億88百万円減少し428
億22百万円となりました。

■ 資産合計

支払手形及び買掛金の増加、長期借入金
の増加などにより、負債合計は前期末比7
億89万円増加し249億60百万円となりま
した。

■ 負債合計

利益剰余金の減少や保有する有価証券の
評価の影響などから、純資産合計は前期末
比10億78百万円減少し178億62百万円、
自己資本比率は40.2％（前期末は42.4％）
となりました。

■ 純資産合計

通期 　　  第2四半期

売上高 単位：百万円

30,000

0

20,000

10,000

営業利益 単位：百万円

1,000

-2,000

-1,000

0

経常利益 単位：百万円 親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益 単位：百万円

1,000

-2,000

-1,000

0

純資産 単位：百万円

30,000

0

20,000

10,000

自己資本比率 単位：パーセント

60.0

0

20.0
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-2,000

-1,000

0

2016年
3月期

2016年
3月期

2016年
3月期

91 50.8

2016年
3月期

2016年
3月期

2016年
3月期

△556
△705

21,715
23,813

9,640

13,103

21,408

2017年
3月期

2017年
3月期

2017年
3月期

40.9

2017年
3月期

2017年
3月期

2017年
3月期

△1,535

19,693

11,25111,251

42.4

2018年
3月期

2018年
3月期

2018年
3月期

△916△916

△918
△1,065△1,065

△1,337

△661

△549△549

△1,526

27,272

2018年
3月期

2018年
3月期

2018年
3月期

△806 △884

12,737

2019年
3月期

2019年
3月期

2019年
3月期

△665

△377

9,640

△1,448△1,448 △1,521△1,521

18,941

△464

329

40.2

2019年
3月期

2019年
3月期

2019年
3月期

17,862

13,103
△318△318 △384△384

製造部門ではイタリアにあります
Pontetorto S.p.A.のスポーツ部門の
売上高が伸びておりますが、ニュー
ヨーカーを中心とする小売部門で不採
算店舗を閉店した影響などがあり、売
上高は前年同四半期比で減少いたし
ました。

　小田原の商業施設「ダイナシ
ティ」WEST館のリニューアルを実
施していることで、売上高は前年同
四半期比で減少いたしました。9月に
食品スーパーがオープンし、その後も
物販テナント等がオープンしたことで、
売上高は回復してきております。

不動産賃貸事業 衣料事業

85.3％
14.7％

（注） 売上高構成比は、セグメント間の内部売上高を含む金額で算出しております（合計額12,758百万円を分母として算出）。 ※	2019年3月期より「税効果会計に係る会計基準の一部改正」を適用しており、2018年3月期 
については遡及適用後の数値を記載しております。

（特に記載のない限り2018年9月30日現在の状況です。）

事業別営業概況 財務状態

業績・財務関連情報（連結）

前第2四半期
連結会計期間

2017年4月1日〜
2017年9月30日

当第2四半期
連結会計期間

2018年4月1日〜
2018年9月30日

前連結会計年度
2017年4月1日〜
2018年3月31日

売上高 13,103 12,737 27,272
売上原価 7,176 7,174 14,447
売上総利益 5,927 5,562 12,825
販売費及び一般管理費 6,734 6,228 13,143
営業損失（△） △ 806 △ 665 △ 318
営業外収益 384 487 812
営業外費用 462 198 879
経常損失（△） △ 884 △ 377 △ 384
特別利益 954 1 1,204
特別損失 342 69 476
税金等調整前四半期純損失（△）
又は税金等調整前当期純利益 △ 272 △ 446 344

法人税、住民税及び事業税 432 92 338
法人税等調整額 13 △ 96 △ 302
法人税等合計 446 △ 4 36
四半期純損失（△）又は当期純利益 △ 718 △ 441 307
非支配株主に帰属する四半期純損失（△）
又は非支配株主に帰属する当期純損失（△） △ 13 23 △ 21

親会社株主に帰属する四半期純損失（△）
又は親会社株主に帰属する当期純利益 △ 705 △ 464 329

前第2四半期
連結会計期間末
2017年9月30日現在

当第2四半期
連結会計期間末
2018年9月30日現在

前連結会計
年度末

2018年3月31日現在

（資産の部）
流動資産 13,036 13,342 12,616
固定資産 31,755 29,479 30,494

　有形固定資産 7,622 6,681 7,263
　無形固定資産 3,344 3,044 3,358
　投資その他の資産 20,788 19,754 19,872
資産合計 44,791 42,822 43,111

（負債の部）
流動負債 13,036 14,239 14,822
固定負債 13,057 10,720 9,347

負債合計 26,093 24,960 24,170

（純資産の部）
株主資本 15,941 16,470 17,286
その他の包括利益累計額 1,931 725 1,001

新株予約権 148 174 162
非支配株主持分 675 491 490

純資産合計 18,697 17,862 18,941
負債純資産合計 44,791 42,822 43,111

四半期貸借対照表（要旨）      単位：百万円 四半期損益計算書（要旨）      単位：百万円
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■ 発行可能株式総数

■ 発行済株式の総数（自己株式を含む）

■ 株主数

150,000,000株

37,696,897株

39,879名
（前期末 44,827名）

＊本報告書に記載されている計画、戦略などは、将来の予測であってリスクや不確定要素を含んでおります。

■ 株価の推移グラフ

0
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8,000

0

200

400

600

800

2015年 2016年 2017年 2018年

株価（円） 出来高（千株）

出来高

株価

■ 所有者別株主数分布

■ 所有者別株式数分布

その他の法人
0.40%

証券会社
0.07%　 

自己名義
0.00%　 

外国法人等
0.24%

個人その他
99.22%

金融機関
0.07%

金融機関
23.36%

その他の法人
30.70%

外国法人等
1.87%

証券会社
1.78%

自己名義
6.04%

個人その他
36.25%

株式の状況

株式会社ダイドーフォワード ダイナシティ ディビジョン

不動産賃貸事業

統括及び管理会社

大都利美特（中国）投資有限公司
（DAIDOH LIMITED (CHINA) HOLDINGS CO., LTD.）

　当社グループの連結子会社は10社、
持分法適用関連会社は1社あり、取り
扱い品目や顧客は各社により異なって
おりますが、グループを通して『お客様
第一』『品質本位』の基本理念を共有し
て事業運営に当たっております。

統括及び
管理会社

不動産
賃貸事業

衣料事業

事業活動と主要なグループ会社

製　造 大同利美特（上海）有限公司
（DAIDOH LIMITED（SHANGHAI）CO., LTD.）

大同佳楽登（馬鞍山）有限公司
（DAIDOH JARDIN（MAANSHAN）CO., LTD.）

大同利美特時装（上海）有限公司
（DAIDOH LIMITED CLOTHING（SHANGHAI）CO., LTD.）

大同利美特染整（上海）有限公司
（DAIDOH LIMITED DYEING & FINISHING（SHANGHAI）CO., LTD.）

Pontetorto S.p.A. （およびその子会社 1社）

株式会社ダイドーフォワード 
　ニューヨーカー ディビジョン／トレーディング ディビジョン

上海　　克服装　售有限公司
（SHANGHAI NEWYORKER CLOTHING SALES CO., LTD.）

大同利美特商貿（上海）有限公司
（DAIDOH INTERNATIONAL (SHANGHAI) CO., LTD.）

＊株式会社ブルックス ブラザーズ ジャパン

＊＝持分法適用関連会社

衣料事業

販　売

（特に記載のない限り2018年9月30日現在の状況です。）会社情報 株式関連情報

■ 大株主

株主名 所有株式数（百株）

76,000

15,950

11,945

11,300

9,310

7,721

6,451

6,283

株式会社オンワードホールディングス

株式会社ソトー

三井住友海上火災保険株式会社

三井住友信託銀行株式会社

明治安田生命保険相互会社

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）

株式会社みずほ銀行

（注） 当社所有の自己株式（3,788,963株）は、上記大株主からは除外しております。

■ 主要な事業所

本社 東京都千代田区
外神田三丁目１番16号

■ 従業員の状況

株式会社ダイドーリミテッド
企業集団の合計

41名
792名

■ 主な借入先

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行
三井住友信託銀行株式会社
株式会社三井住友銀行

6,200百万円
5,007百万円
3,266百万円

借入先 借入金残高

■ 株式会社 ダイドーリミテッド
    DAIDOH LIMITED

創 業
設 立
資 本 金

1879年（明治12年）1月
1949年（昭和24年）10月17日
6,891,851,938円

（注）	取締役 西岡和行、小林邦一の両氏は、社外取締役であります。
	 監査役 田口哲朗、武田昌邦の両氏は、社外監査役であります。

大　川　　　伸

川　西　靖　彦

福　羅　喜代志

齋　藤　文　孝

西　岡　和　行

小　林　邦　一

戸　澤　かない

田　口　哲　朗

武　田　昌　邦

■ 取締役および監査役

会社概要

代 表 取 締 役 社 長

代 表 取 締 役 副 社 長

取 締 役 上 席 執 行 役 員

取 締 役 執 行 役 員

取 締 役

取 締 役

監 査 役 （ 常 勤 ）

監 査 役 （ 弁 護 士 ）

監 査 役 （ 弁 護 士 ）


